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調査目的  県における県民のスポーツの実態及びスポーツ振興に係る県民のニーズを把握し、令和５年度に策

定する次期「福岡県スポーツ推進計画」の基礎資料を得ることを目的とする。 

調査地域  福岡県内全域 

調査対象  県内に居住する18歳以上の男女個人  

標本数  4, 000サンプル 

標本抽出  層化二段無作為抽出 

調査方法  郵送・WEB併用（郵送配布、郵送回収及びWEB回収） 

調査期間  令和４年10月28日 (金) ~11月20日 (日) 

回収状況  有効標本回収数（未達除く3,966）に対する有効回収数1,758（有効回収率44.3％）、郵送回収1,482、

WEB回収276※有効回収数の15.7％ 

集計方法  県内４地域を層とし、地域ごとの人口総数を１とする人口構成比によって、各市町村の合計が100

地点になるように配分。集計の際には、各地域の実人口と回収数に比例した加重集計を行い、各地

域の抽出率が等しくなるようにしたため、集計回答総数は4,851となっている。 

調査企画と調査実施 調査企画：福岡県人づくり・県民生活部スポーツ局 スポーツ企画課 

調査実施：株式会社日本統計センター調査部 

※回答率（%）は、小数点以下第二位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合がある。 

 
 
 
 
 
 
【性別】                          【年代別】   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【職業別】                         【居住地域別】   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【障がいの有無別】   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ⅱ．標本構成 

Ⅰ．調査概要 

男性

40.9%

女性

57.8%

無回答

1.3%

今回全体

(n=4851)

１８～１９歳

2.7%
２０～２９歳

9.0%

３０～３９歳

10.9%

４０～４９歳

17.0%

５０～５９歳

18.6%

６０～６９歳

15.8%

７０歳以上

22.5%

無回答

1.1%

今回全体

(n=4851)

農林水産業

（家族従事者を含む）

0.9%

自営業・自由業

（家族従事者を含む）

7.7%

企業、役所、団体

などの正規職員

27.1%

パート・アルバイト、

契約社員、

派遣社員など

22.5%

専業主婦

・主夫

14.2%

学生

3.6%

無職（定年退

職者を含む）

15.2%

その他

3.3%

無回答

1.6%

今回全体

(n=4851)

北九州地域

24.4%

福岡地域

52.3%

筑豊地域

7.9%

筑後地域

15.4%

無回答

0.0%

今回全体

(n=4851)

ない

91.3%

ある

6.0%

無回答

2.7%

今回全体

(n=4851)
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１. 運動不足を感じることの有無 
 

『運動不足を感じている』（「大いに感じる」35.8％、「ある程度感じる」41.3％）が77.1％、『運動不足を

感じない』（「あまり感じない」17.0％、「ほとんど（全く）感じない」4.5％）が21.5％で、約８割の人が運

動不足を感じている。 

年代別では、20代から50代で『運動不足を感じている』割合が８割を超えており、最も『運動不足を感じてい

る』割合が低いのは70歳以上（65.5％）である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２. この１年間に行った運動やスポーツの実施頻度と種類 
 

この１年間に行った運動やスポーツの頻度では、『週１回以上』（「週に１～２日」22.6％「週に３日以上」

22.4％）が45.0％で、前々回（36.3％）、前回（40.6％）と上昇傾向にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この１年間に行った運動やスポーツの種類では、「ウォーキング（散歩、一駅歩きなど含む）」（50.8％）が

５割を超え、前回（32.8％）に比べると大幅に上昇している。次いで「体操（ラジオ体操、職場体操、美容体操、

エアロビクス含む）」（18.5％）、「ジョギング・ランニング」（8.6％）、「ゴルフ（練習場、シミュレーショ

ンゴルフ含む）」「屋内アスレチック運動（トレーニング含む）」（7.8％）となっている。 

障がいのある人がこの1年間に行った運動やスポーツでは、全体同様「ウォーキング（散歩、一駅歩きなど含む）」

（30.0％）の割合が最も高く、次が「体操（ラジオ体操、職場体操、美容体操、エアロビクス含む）」（18.5％）

である。 

  

Ⅲ．調査結果 

感じる 感じない

77 .1 21 .5

77 .5 21 .7

71 .8 28 .1

83 .0 17 .0

86 .3 13 .7

84 .8 15 .2

80 .5 19 .5

76 .2 23 .3

65 .5 33 .5

年
代
別

１８～１９歳
(n=131)

２０～２９歳
(n=437)

３０～３９歳
(n=527)

４０～４９歳
(n=948)

５０～５９歳
(n=903)

６０～６９歳
(n=764)

７０歳以上
(n=1089)

無回答

今回全体
(n=4851)

前回全体
(n=5066)

凡例

大いに感じる ある程度感じる あまり感じない
ほとんど（全く）

感じない

23.2 

31.6 

40.8 

48.0 

46.7 

36.2 

11.8 

37.7 

35.8 

42.3 

44.6 

39.7 

36.8 

39.6 

46.8 

60.0 

39.8 

41.3 

26.3 

18.1 

16.5 

11.3 

11.2 

13.4 

22.0 

16.4 

17.0 

7.2 

5.2 

3.0 

3.9 

2.5 

3.6 

6.1 

5.3 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週１日以上
実施

45 .0

40 .6

無回答

今回全体

(n=4851)

前回全体

(n=5066)

週に３日以上 週に１～２日 月に１～３日
３ヵ月に

１～２日

年に１～３日

程度

まったく行わ

なかった

凡例

19.1 

22.4 

21.5 

22.6 

15.4 

15.0 

7.0 

7.7 

9.6 

7.6 

25.0 

23.6 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



 

3 
 

 

３. 運動やスポーツを行った理由とまったく行わなかった理由 
 

運動やスポーツを行った理由では「健康・体力づくりのため」（40.1％）が最も高く、次いで「運動不足を感

じるから」（32.0％）、「楽しみや気晴らしとして」（29.6％）となっている。前回と比べて大きな違いはない

が、「運動不足を感じるから」は前回から7.1ポイント上昇した。 

 
【運動やスポーツを行った理由】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この１年間にまったく運動やスポーツを行わなかった理由では、「仕事や家事・育児等で忙しく時間がなかっ

た」（40.7％）が最も高く、次いで「病気やけが、高齢になった等の身体的理由で」（19.8％）、「運動やスポ

ーツをはじめるきっかけがない」（19.2％）、「費用がかかる」（11.8％）、「新型コロナウイルス感染症によ

る日常生活の変化」（10.0％）となっている。前回と比べると「運動やスポーツをはじめるきっかけがない」が

「費用がかかる」を上回っている。 

 
【運動やスポーツをまったく行わなかった理由】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

40.1 

32.0 

29.6 

12.4 

10.3 

8.0 

6.2 

3.4 

1.9 

1.7 

3.0 

30.2 

35.0 

24.9 

28.7 

14.8 

9.7 

9.8 

7.4 

4.8 

2.3 

5.2 

3.0 

31.9 

0 10 20 30 40 50

健康・体力づくりのため

運動不足を感じるから

楽しみや気晴らしとして

友人や仲間との交流のため

美容や肥満解消のため

家族との触れ合いのため

仕事や職場のつきあいで

試合に出場したり、自己の記録や能力を向上させるため

精神の修養や訓練のため

地域で開催される行事があるので

その他

無回答

今回全体
(n=3651)

前回全体
(n=3674)

％

（複数回答）

40.7 

19.8 

19.2 

11.8 

10.0 

9.4 

8.8 

7.2 

5.2 

4.1 

3.3 

2.2 

0.5

13.2 

7.1

5.3

35.9 

23.7 

13.6 

15.3 

＊

7.1 

13.5 

11.6 

2.2 

3.8 

3.4 

1.1 

0.8

14.3 

8.2

6.1

0 10 20 30 40 50

仕事や家事・育児等で忙しく時間がなかった

病気やけが、高齢になった等の身体的理由で

運動やスポーツをはじめるきっかけがない

費用がかかる

新型コロナウイルス感染症による日常生活の変化

誘い合う仲間がいない

つきあいが面倒、おっくうである

運動やスポーツは嫌い、興味がない、必要性がない

参加したいイベントや催し物がない

下手だから恥ずかしい

運動やスポーツをする場所や施設がない

運動やスポーツに関する情報がない

指導者がいない

特に理由はない

その他

無回答

今回全体
(n=1145)

前回全体
(n=1267)

％

（複数回答）

(注)＊「新型コロナウイルス感染症に

よる日常生活の変化」は今回追加した

項目 
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４. 今後の運動やスポーツの実施（継続）意向 
 

『実施（継続）意向あり』（「ぜひしてみたい（続けたい）」37.3％、「どちらかといえばしてみたい（続け

たい）」45.8％）が83.1％と８割を超え、前回から4.2ポイント上昇した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５. 運動やスポーツを行う（継続する）ための条件 
 

「身近にスポーツ施設や運動できる場所がある」（46.6％）、「クラブ会費（利用料金）が安い」（40.9％）、

「一緒にする仲間がいる」（40.5％）で４割を超え、次いで「初心者や家族でも参加しやすい」（35.6％）、「駐

車場が完備されている」（29.3％）となっている。前回と比べ傾向に大きな変化はないが、「駐車場が完備され

ている」は、今回7.6ポイント、「早朝・夜間にスポーツ施設が利用できる」は今回6.1ポイント上昇しており、

駐車場があることや人が少ない時間帯に利用可能なことが、運動やスポーツを継続するための条件として重視さ

れている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

46.6 

40.9 

40.5 

35.6 

29.3 

17.4 

17.3 

15.3 

15.1 

14.0 

11.3 

10.3 

10.3 

9.4 

9.3 

7.4 

6.1 

5.4 

5.1 

3.6 

5.4 

44.6 

37.1 

41.1 

31.3 

21.7 

11.3 

17.5 

12.2 

14.7 

16.1 

＊

＊

14.1 

10.3 

＊

＊

5.5 

5.9 

4.2 

7.2 

8.5

0 20 40 60

身近にスポーツ施設や運動できる場所がある

クラブ会費（利用料金）が安い

一緒にする仲間がいる

初心者や家族でも参加しやすい

駐車場が完備されている

早朝・夜間にスポーツ施設が利用できる

年齢や技術レベルに応じたプログラムが

用意されている

簡単にスポーツ施設の予約ができる

やりたいスポーツ種目を選択し、体験できる

専門的・親身になってくれる指導者がいる

スポーツ用具が充実している

コロナ対策が実施されている

健康や体力チェックなどができる保健センターや

施設と連携している

シャワーや談話室、レストラン等がある

施設までの公共交通機関がある

施設までの送迎がある

活動情報が手軽に入手できる

多世代の仲間との交流ができる

託児所が備えてある

その他

無回答

今回全体

(n=4851)

前回全体

(n=5066)

％

（複数回答）

実施・継続
意向あり

実施・継続
意向なし

83 .1 14 .0

78 .9 16 .4

したくない

（続けたくない）
無回答

今回全体 (n=4851)

前回全体 (n=5066)

ぜひしてみたい

（続けたい）

どちらかといえばして

みたい（続けたい）

どちらかといえばした

くない（続けたくない）

凡例

39.0 

37.3 

39.9 

45.8 

9.9 

9.2 

6.5 

4.8 

4.6 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(注)＊「スポーツ用具が充実している」「コロナ対策が実施さ

れている」「施設までの公共交通機関がある」「施設までの送

迎がある」は今回追加した項目 
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６. 新型コロナウイルス感染症発生前後で運動・スポーツの面での変化 
 

新型コロナウイルス感染症の発生によって、約５割の人が運動・スポーツの面で何らかの影響を受けている。 

影響を受けた内容では、「自宅等の屋内でスポーツや運動を実施することが多くなった」（17.4％）が最も高

く、次いで「スポーツ施設が休館していたため、活動が自粛された」（12.5％）、「それまで実施していたスポ

ーツや運動を止めてしまった」（9.8％）、「複数人で行うよりも単独でスポーツや運動をする機会が多くなった」

（9.3％）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７. 望ましい運動部活動の指導者 
 

「スポーツクラブや地域の指導者」（43.6％）が最も高く、次いで「学校の教職員とスポーツクラブや地域の

指導者の両方」（41.5％）、「学校の教職員」（6.6％）となっている。 

前回に比べると、「学校の教職員とスポーツクラブや地域の指導者の両方」を「スポーツクラブや地域の指導

者」が上回り、「学校の教職員」の割合も低下している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

今回全体

(n=4851)

前回全体

(n=5066)

その他
学校の教職員と

スポーツクラブや

地域の指導者の両方

無回答

凡例

学校の教職員
スポーツクラブや地

域の指導者

44.7 

41.5 

3.7 

3.8 

4.5 

4.5 

10.2 

6.6 

36.9 

43.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17.4 

12.5 

9.8 

9.3 

6.5 

5.0 

3.7 

3.1 

3.5 

42.4 

8.2 

0 20 40 60

自宅等の屋内でスポーツや運動を実施することが多くなった

スポーツ施設が休館していたため、活動が自粛された

それまで実施していたスポーツや運動を止めてしまった

複数人で行うよりも単独でスポーツや運動をする機会が多くなった

スポーツや運動を意識的に行うようになった

オンラインを介したスポーツや運動を実施することが多くなった

クラブ活動や部活動が休止したため、実施出来なかった

（または現在も活動出来ていない）

新たなスポーツや運動を行うようになった

その他

特に変化は感じられなかった

無回答

今回全体

(n=4851)

％

（複数回答）
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８. よりよい運動部活動に必要なこと 
 

「学校と保護者との連携」（39.1％）が最も高く、次いで「学校と地域との連携」（37.9％）、「施設等の活

動場所の確保」（34.6％）、「指導力向上のための研修」（31.3％）、「健康・体づくりを目指した部活動の設

置」（30.6％）となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注)「学校と保護者との連携」は前回「保護者との連携」、「学校と地域との連携」は前回「地域との連携」、 

「複数の種目を実施できる部活動」は前回「シーズン制等による複数種目実施の部活動の設置」と表現が 

違うが、参考までに前回数値を掲載している。 

 
 

９．スポーツ指導者について 
 

スポーツの指導者は『有資格者がよい』（「思う」22.7％、「どちらかと言えば思う」54.5％）が77.2％、ス

ポーツの指導者に対する対価（謝金、礼金）を受益者が『支払うべき』（「思う」30.6％、「どちらかと言えば

思う」51.5％）が82.1％で、いずれも8割程度を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０. この１年間にスポーツ観戦をした内容 
 

この１年間にスポーツ観戦した内容では、「テレビ」（78.8％）が圧倒的に高く、「You Tube等のインターネ

ット配信」（20.2％）、「競技場や体育館・スタジアム等」（19.3％）、「DAZN等の会員専用有料配信・放送」

（4.8％）となっており、「観戦していない」が12.9％である。 

  

39.1 

37.9 

34.6 

31.3 

30.6 

26.5 

14.1 

3.5 

5.4 

41.0 

32.4 

39.6 

37.3 

36.7 

23.6 

7.4 

3.4 

6.3 

0 10 20 30 40 50

学校と保護者との連携

学校と地域との連携

施設等の活動場所の確保

指導力向上のための研修

健康・体づくりを目指した部活動の設置

活動日を選択できる部活動の設置

複数の種目を実施できる部活動

その他

無回答

今回全体

(n=4851)

前回全体

(n=5066)

％

（複数回答）

思う 思わない

77 .2 19 .3

82 .1 14 .1

思わない 無回答

凡例

指導者は有資格者がよい

(n=4851)

対価を受益者が支払うべき

(n=4851)

思う
どちらかと言えば

思う

どちらかと言えば

思わない

30.6 

22.7 

51.5 

54.5 

9.2 

10.4 

4.9 

8.9 

3.8 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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１１．スポーツにかかわるボランティア活動 

 

スポーツにかかわるボランティア活動の『参加意向あり』（「参加したい」6.3％、「誘われれば参加したい」

19.1％）が25.4％である。参加するための条件では「どのような条件でも参加は考えていない」（33.1％）、「交

通費の支給」（32.2％）、「食事の支給」（25.4％）、「何も求めない」（21.0％）となっている。 

 
【ボランティア活動への参加意向】      【ボランティア活動に参加する条件】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２．福岡県内で大規模国際スポーツ大会を継続的に開催することについて 
 

【継続的開催について】   

『継続的に開催してほしい』（「思う」23.7％、「ど

ちらかと言えばそう思う」46.1％）が69.8％と約7割が

大規模国際スポーツ大会の継続的開催を望んでいる。 

継続的な開催を望む人が大規模国際スポーツ大会に

期待することでは「子どもたちがスポーツの夢や目標を

持つきっかけとなること」（72.6％）が最も高く、次い

で「トップアスリートによる競技を間近で観戦したり、

交流したりできること」（53.9％）、「大会をきっかけ

として、スポーツ活動が盛んになること」（39.6％）と

なっている。 

 
 
【大規模スポーツ大会に期待すること】 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

参加したい

6.3%

誘われれば

参加したい

19.1%

あまり参加

したくない

16.4%

参加したくない

22.8%

わからない

32.6%

無回答

2.9%

今回全体

(n=4851)

32.2 

25.4 

21.0 

13.8 

2.8 

33.1 

7.8 

0 10 20 30 40

交通費の支給

食事の支給

何も求めない

ボランティア用ユニフォームの支給

大会パンフレット（有料）の支給

どのような条件でも参加は考えていない

無回答

今回全体

(n=4851)

％

（複数回答）

思う

23.7%

どちらかと

言えば思う

46.1%

どちらかと言えば

思わない

15.5%

思わない

10.2%

無回答

4.5%

今回全体

(n=4851)

72.6 

53.9 

39.6 

19.8 

18.2 

14.5 

0.7 

0.7 

0 20 40 60 80

子どもたちがスポーツの夢や目標を持つきっかけとなること

トップアスリートによる競技を間近で観戦したり、交流したりできること

大会をきっかけとして、スポーツ活動が盛んになること

外国人観光客を呼び込み、地域の経済を活性化させること

スポーツや文化の振興、共生社会の実現等、多元的な価値を実現すること

スポーツ施設の（再）整備を進めること

その他

無回答

今回全体

(n=3386)

％

（複数回答）
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１３. スポーツを通じた地域活性化について 

 

スポーツは地域活性化に役立つと『思う』（「思う」32.3％、「どちらかと言えば思う」53.1％）が85.4％と

８割を大きく超えている。 

スポーツを活かした方策として地方自治体に期待することでは、「子どものスポーツ機会の充実」（52.7％）

が最も高く、次いで「国際スポーツ大会やキャンプ地の誘致」（27.3％）、「高齢者世代のスポーツの機会の充

実」（25.5％）、「学校やスポーツ施設などの活用と充実」（24.8％）、「トップアスリートと住民との交流機

会の提供」（24.5％）、「働き盛りや子育て世代のスポーツの機会の充実」（21.0％）となっている。 

 
【スポーツを活かした地域活性化策として地方自治体に期待すること】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１４. 障がい者スポーツへの関心の有無 
 

障がい者スポーツに『関心がある』（「大変関心がある」4.5％、「まあまあ関心がある」41.1％）が45.6％

で、前回と比べると『関心がある』の割合は2.9ポイント減少した。 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

52.7

27.3

25.5

24.8

24.5

21.0

17.3

16.3

16.2

15.7

9.5

9.4

7.7

1.1

9.7

5.7

46.5

22.9

31.7

26.8

22.1

22.7

16.6

14.3

10.6

15.1

8.2

9.5

7.0

＊

12.9

5.3

0 20 40 60

子どものスポーツ機会の充実

国際スポーツ大会やキャンプ地の誘致

高齢者世代のスポーツの機会の充実

学校やスポーツ施設などの活用と充実

トップアスリートと住民との交流機会の提供

働き盛りや子育て世代のスポーツの機会の充実

企業を活用したスポーツイベント・大会の開催

国際スポーツ大会で活躍できるトップアスリートの育成

国際スポーツ大会参加国との交流イベントの開催

障がい者スポーツの振興（競技会や大会、体験会などの充実）

国内外への情報発信（スポーツ資源、観光、県産品など）

国際感覚を身に付けたボランティア人材の育成

スポーツツーリズムの推進による観光客誘致

その他

特になし

無回答

今回全体

(n=4851)

前回全体

(n=5066)

％

（複数回答）

(注)＊「その他」は今回追加した項目 

関心あり 関心なし

45 .6 50 .0

48 .5 47 .8

関心がない 無回答

凡例

今回全体

(n=4851)

前回全体

(n=5066)

大変関心がある まあまあ関心がある あまり関心がない

6.5 

4.5 

42.0 

41.1 

38.6 

39.3 

9.2 

10.7 

3.7 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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１５. 障がいのある方が、よりスポーツ活動に参加するために必要なこと 
 

「障がい者スポーツ活動ができる施設」（72.9％）が最も高い。次いで「障がい者スポーツ指導者」（49.1％）、

「施設までのアクセスの良さ（公共交通機関や、施設までの送迎がある）」（45.8％）、「障がい者スポーツ活

動を行っているクラブ・教室」（40.4％）、「障がい者スポーツ情報（クラブ・教室、施設等）の充実」（40.2％）、

「一緒にスポーツ活動をする仲間がいる」（40.1％）、「施設の利用手続き、料金の支払い方法の簡略化」（21.1％）

となっている。 

 

１６．スポーツが個人や社会にもたらす効果 
 

「健康・体力の保持増進」（84.6％）が最も高く、次いで「精神的な充足感」（53.7％）、「人と人の交流」

（51.4％）、「青少年の健全な発育」（44.1％）、「達成感の獲得」（36.4％）、「思考力や判断力の発達」（34.2％）、

「夢と感動」（31.8％）、「リーダーシップ、コミュニケーション能力」（31.7％）、「フェアプレイ精神（公

正さと規律を尊ぶ態度）の醸成」（31.4％）、「豊かな人間性」（31.3％）、「リラックス、癒し、爽快感」（30.9％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84.6 

53.7 

51.4 

44.1 

36.4 

34.2 

31.8 

31.7

31.4 

31.3 

30.9

22.0 

18.6

16.5 

16.1

11.2 

10.6 

10.2 

8.1 

4.4

0.1

0.2

1.8

3.1 

0 20 40 60 80 100

健康・体力の保持増進

精神的な充足感

人と人の交流

青少年の健全な発育

達成感の獲得

思考力や判断力の発達

夢と感動

リーダーシップ、コミュニケーション能力

フェアプレイ精神（公正さと規律を尊ぶ態度）の醸成

豊かな人間性

リラックス、癒し、爽快感

他者を尊重し協同する精神

地域の一体感や活力

克己心（自分の欲望を抑える力）、自制心

長寿社会の実現

共生社会の実現

経済の活性化

生産性の向上、仕事・学業の能率アップ

国際相互理解の促進

国の国際的地位の向上

その他

どれも当てはまらない

わからない

無回答

今回全体

(n=4851)

％

（複数回答）
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